
一般社団法人 日本VR医学会 
令和6年度（2024年度）事業報告書 

1. 学会概要 
• 名称：（非営利型）一般社団法人 日本VR医学会 
• 所在地：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358-5 
• 法人番号　1011105009759 
• 設立：2001年 
• 会員数：正会員：126名、賛助会員（企業）：4社、学生会員：26名 

2. 基本方針 
2024年度は、「VR技術の医学教育・臨床応用の推進」「産学連携の強化」「国際的な学術交流の深化」を
三本柱として活動を展開した。特に生成AIやXR技術との融合を視野に入れた取り組みを推進し、医療現場
における実践的価値の創出を目指した。 

3. 主な事業報告 
(1) 学術集会・セミナー 

• 第23回学術大会（2024年8月31日、於：東京大学本郷キャンパス会場）オンライン・ハイブリッド
形式で開催。演題数は33件・参加者数94名で、VR医学教育、リハビリテーション、臨床応用、AI連
携などのテーマについて発表・討論を行った。 

(2) 研究活動の推進 
• 「VR体験が人体に与える影響に関する研究会」を設置し、VRのエビデンス収集を進めた。 
• 医療現場での実証研究計画（例：助産婦教育訓練への応用など）を支援。 
(3) 国際交流 

• HPの英語化を推進し、海外からの研究者への情報発信を行なった。 
(4) 出版・情報発信 

• 学会誌『VR医学ジャーナル』第X巻を発刊。掲載論文数3本。 
• 学会ウェブサイトをリニューアルし、会員向けに研究・教育資料のデジタルライブラリを整備。 
• メールニュースを年間6回配信し、学会活動を周知。 
(5) 産学連携・社会貢献 

• 医療機関および企業と共同でVRを活用した教育用コンテンツを開発支援（特に助産婦学会との協力体
制の構築）。 

4. 会員動向 
• 新規入会者数：28名（一般：18名、学生10名） 
• 退会者数：1名 
• 年度末時点会員数：152名 



5. 財務状況（概要） 
• 収入合計：2,705,741円（会費収入、寄付金、事業収益など） 
• 支出合計：732,418円（学術大会用HP経費、出版費、事務局運営費など） 
• 当期収支差額：1,902,040円 

（※詳細は別添「収支計算書」参照） 

6. 今後の課題と展望 
• VR・XRと生成AIを組み合わせた次世代教育・臨床支援ツールの開発促進。 
• 国際的なネットワーク拡大と標準化への参画。 
• 若手研究者・医療従事者の参加促進と会員基盤の拡充。 
• 学会の財政基盤強化と持続可能な運営体制の確立。 

7. まとめ 
2024年度は、VR医学の学術基盤を強化するとともに、教育・臨床応用・国際交流において着実な進展を得
た1年であった。今後も本学会は、医療の質向上と教育改革に資するVR技術の発展を推進していく。 
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